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業績修正及び特別損失の発生について

記

〔１〕業績予想の修正について

平成 14 年 3 月期（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）の業績予想については、

平成 13 年 11 月 16 日に公表した業績予想を下表のとおり修正いたしますので、お知らせ

いたします。

１．当期の業績（単独）予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；百万円）

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 58,000 300 △10,500
今回修正予想（Ｂ） 55,000 250 △15,400
増減額（Ｂ－Ａ） △3,000 △50 △4,900
増減率（％） △5.2 △16.7 △46.7
（ご参考）

前期実績（平成 13 年 3 月期） 60,352 764 21



２．当期の業績（連結）予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；百万円）

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 78,000 △600 △4,500
今回修正予想（Ｂ） 75,000 △1,100 △8,500
増減額（Ｂ－Ａ） △3,000 △500 △4,000
増減率（％） △3.8 △83.3 △88.9
（ご参考）

前期実績（平成 13 年 3 月期） 89,247 1,235 362

３．修正の理由

　　　　需要の減少と販売価格低下により、売上高、経常利益とも予想を下回る見込みとなりま

した。また、当期純利益については〔2〕項のとおり予想を上回る特別損失が発生する見込

みのため大幅な下方修正となりました。

〔２〕特別損失の発生について

　　　　当社は、東京製綱グループの経営改善に取り組んでおりますが、株式相場の下落や、長

期に渡る景気低迷による子会社の業績悪化等により、平成 13 年 10 月 22 日に公表した特

別損失を上回る特別損失が発生する見込みとなりましたので、お知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；百万円）

単　　独 連　　結

前回発表予想 今回修正予想 前回発表予想 今回修正予想

生産態勢再構築費用 600 20 2,840 1,900
構造改善費用 1,500 1,630 1,500 2,390
従業員早期退職金 190 190 210 230
社債買入消却損 － 330 － 330
投資有価証券評価損 1,640 5,350 1,660 5,370
投資有価証券売却損 280 1,300 280 1,300
貸倒損失 － 550 － 550
子会社株式評価損 8,300 11,100 － －

子会社貸倒引当金繰入額 － 600 － －

子会社整理損 － 210 － 210

以　上


